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９ 月 １ 日は防災の日です。地域の防災活動に積極的に参加し
避難場所や避難経路の確認をしましょう。またこの機会に、
備蓄品の確認や食料や飲料水の更新なども行いましょう。

9 月10日㈫
箱根町総合防災訓練

水害・土砂災害について、町が出す避難情報と、
気象庁が出す気象情報が ５段階に整理されました

　西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨が降り、甚大な被害が発生した「平成30年 ７ 月豪雨」を
教訓に、国は災害の発生のおそれの高まりに応じて、住民主体の避難行動等を支援する防災情報の
提供が必要であると結論づけました。その取り組みのひとつとして、水害・土砂災害の危険性を周
知する警戒レベルが導入されます。

警戒レベル

警戒レベル ５

警戒レベル 4

警戒レベル 3

警戒レベル 2

警戒レベル 1

避難行動等 避難情報等

　町では、現在運用している避難情報等の前に警戒レベルを足した形で10月以降周知されることと
なります。（例：警戒レベル 3　避難準備・高齢者等避難開始）
　ただし、自らの命は自ら守る意識を持って、防災気象情報も参考にしながら、適切な避難行動を
取るようにしてください。

※注意※
　この警戒レベルは水害・土砂災害に関する避難情報になります。現在、箱根山に対して発表
されている火山の噴火警戒レベルとは別のものになりますので、ご注意ください。

町
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
登
録
の
活
用

災
害
時
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
メ
ー
ル
に
よ
り
防
災
情
報
な
ど
の
様
々
な
情
報
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

【
配
信
情
報
（
防
災
関
係
）】

　
●�

気
象
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
避
難
所
に
関
す
る
防
災
情
報

　
●�

交
通
機
関
の
運
行
状
況
や
道
路
の
通
行
止
め
に
関
す
る
放
送
を
行
な
っ

た
防
災
情
報

　
迅
速
な
避
難
行
動
等
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

　
交
通
機
関
の
運
行
状
況
、
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
時
間
帯
等
に
よ
り
、
放
送
を
行
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
各
交
通
機
関
の
Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
た
り
、
事
業
者
へ
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
に
町
内
の
防
災
力
を
高
め
る
べ
く
、
町
は
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
及
び
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　
災
害
時
に
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
電
光
掲
示
板
で
町
が
指
定
し
た
防
災
情
報

を
発
信
で
き
る
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動

販
売
機
に
残
っ
て
い
る
在
庫
飲
料
水
を
無
償
で
提
供
で
き
ま
す
。

【
設
置
箇
所
（
令
和
元
年
９
月
１
日
時
点
）】

　
●
役
場
本
庁
舎　
１
階
ロ
ビ
ー
（
湯
本
）

　
●
向
山
公
園
（
強
羅
）

　
●
役
場
下　
臨
時
観
光
駐
車
場
（
湯
本
）

　
※
そ
の
他
、
今
後
町
内
の
各
地
域
に
設
置
す
る
べ
く
調
整
中
で
す
。

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

　
災
害
時
に
町
の
サ
ー
バ
ー
の
負
荷
を
軽
減
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信
機
能
の
維
持
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
ヤ
フ
ー
防
災
速
報
ア
プ
リ
の
利

用
者
を
対
象
に
、
平
時
よ
り
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
発
信
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

●�

ヤ
フ
ー
防
災
速
報
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
地
域
設
定
で
「
箱
根
町
」

を
設
定
、
ま
た
は
「
端
末
の
位
置
情
報
を
オ
ン
」
に
し
た
状
態
で
町
内
に

滞
在
し
て
い
る
場
合
に
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

ヤ
フ
ー
防
災
速
報
ア
プ
リ
で
は
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
豪
雨
予

報
や
各
種
気
象
警
報
、
地
震
情
報
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
付
き
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
方
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
以
外
の
方
、
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
方
は
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

登
録
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

https://reg23.sm
p.ne.jp/regist/is?SM

PFO
RM

=
sb-rar-

986b3ecd840f0d741e3b47a60f65bc15

①�

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
フ
ォ
ー
ム
で
、
配
信
を
希
望
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
の
種
類
を
選
択
し
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

②
登
録
が
完
了
す
る
と
、
確
認
の
E
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

③
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
方
法

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動を取りましょう。

災害発生情報
（市町村が発表）

速やかに避難先へ避難しましょう。
移動が危険と思われる場合は、自宅内のより安全
な場所（ ２階等）に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）

（市町村が発表）

避難に時間を要する人（高齢の方、障がいのある
方、乳幼児等）とその支援者は避難をしましょ
う。その他の人は避難の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

（市町村が発表）

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報等
（気象庁が発表）

災害への心がまえを高めましょう。 早期注意情報
（気象庁が発表）
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　私たちが住む日本では、これまでに数多くの大地震が発生し、その度に多くの犠牲、被害をもたらしました。建
物の耐震基準は昭和56年の改正により大幅に条件が強化され、それ以前に建てられた建物は現在の基準から見て、
地震で倒壊する危険性が高いとされています。町では、地震に強いまちづくりを進めるため、建物の耐震に関する
補助制度を創設していますので、ぜひご活用ください。

〈木造住宅耐震化補助事業について〉

対象建築物
住民自らが所有し、かつ居住する木造住宅で、次の要件のいずれにも該当するもの
・昭和56年 6 月 1 日より前に建築された、 ２階建て以下の専用住宅または店舗併用住宅
・枠組壁工法（ツーバイフォー工法）またはプレハブ工法でないもの

補助額

耐震診断 診断に要する費用（消費税および地方消費税を除く）の、10分の10（上限 8万円）
耐震改修 改修に要する費用（消費税および地方消費税を除く）の、 ２分の 1（上限50万円）

一部屋耐震 耐震シェルター等の設置に要する費用（消費税および地方消費税を除く）の、 ２分の 1
（上限15万円）

〈緊急輸送道路沿道建築物耐震化補助事業について〉

対象建築物

緊急輸送道路（対象路線：国道 1号、国道138号、県道7５号）の沿道に建築されており、
かつ、昭和56年 6 月 1 日より前に建築されたもので、建築物の高さが次の要件のいずれか
に該当するもの

補助額
耐震診断 診断に要する費用（消費税および地方消費税を除く）の、 3分の ２（上限２40万円）
耐震改修 改修に要する費用（消費税および地方消費税を除く）の、 ２分の 1（上限1,000万円）

〈ブロック塀等撤去改修費補助事業について〉

補助対象工事 道路に面した高さが 1メートル以上かつ長さが 1メートル以上のブロック塀等の撤去
とともに安全な工作物等（軽量フェンス、生け垣、四ツ目垣）を設置する工事

補助区分 補助金の額 補助率 上　限

撤　
去

ブロック塀等
（通学路沿い） 撤去に要する費用（消費税および地方消費税を除く。）と撤去

するブロック塀等の延長に 1メートル当たり 1万円を乗じて得
た額を比較した、いずれか少ない額

10分の 9 ２0万円

ブロック塀等
（通学路沿いを除く） ２ 分の 1 10万円

改　
修

安全な工作物等
（通学路沿い） 改修に要する費用（消費税および地方消費税を除く。）と設置

するブロック塀等の延長に 1メートル当たり ２万円を乗じて得
た額を比較した、いずれか少ない額

10分の 9 40万円

安全な工作物等
（通学路沿いを除く） ２ 分の 1 ２0万円

※記載した内容のほか、一定の基準があります。補助制度についての詳細は、照会先へ問い合わせてください。
� 照会先　都市整備課☎85 － 9566

★救急医療情報キット
　高齢の方、障がいのある方、難病の方などの安全・安心を確保するために「かかりつけ医」や
「持病」などの医療情報や緊急連絡先などを記入した用紙を容器に入れて、自宅に保管すること
で万一の救急時に備えるものです。配布を希望する方は、事前に申請してください。

★災害時要援護者（要配慮者）支援制度
　災害時などに自分で避難することが難しく、避難するための支援を希望している方に対して、「誰が、誰を、ど
のように支援する」という具体的な避難支援をするための制度です。

　この制度を希望する方は、避難支援者（避難する際に避難を手伝ってくれる方）を決め、申請書類に必要事項を
記入し福祉課に提出してください。
※申請についての詳細は、福祉課に問い合わせてください。
※制度を利用している方で、避難支援者の連絡先など記載事項に変更があった方は必ず連絡してください。
� 照会先　福祉課☎85 － ７７90

　高齢の方や障がいのある方などの緊急時を支援する制度があります。
　いつ起こるか分からない災害時、万一の救急時に日頃から備えましょう。

あなたの家は安全ですか？
～耐震に関する補助制度の紹介～

災害時に備えて

少
年
少
女
消
防
体
験

　
7
月
26
日
、
県
消
防
学
校
（
厚

木
市
）
で
「
少
年
少
女
消
防
体
験
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
町
内
の
小
学
４
～
６
年

生
を
対
象
に
実
施
し
、
今
回
は
27

回
目
を
迎
え
、
13
人
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
地
震
や
強
風
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
自
然
災
害
の
怖
さ
や

災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
へ
の
乗
車
や
放

水
体
験
な
ど
、
消
防
士
の
仕
事
を

体
験
し
、
火
災
の
怖
さ
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
写
真
は
放
水
体
験
の
様
子
で
す
。

あ
な
た
の
住
む
街
の
た
め
に
、

あ
な
た
の〝
チ
カ
ラ
〟を

�

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

　
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
普
段
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
安
全
と
安
心
を
守
る
使
命
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
女
性
団
員
の
き

め
細
か
い
対
応
や
活
動
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
地
域
防
災
を
推
進

す
る
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
方
、
応
募
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方

照
会
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
８
２
―
４
５
１
２

火
災
か
ら
地
域
を
守
る

前面道路幅員（Ｌ）

①前面道路幅員が12ｍを超える場合
　道路境界からＸ離れた地点の
　高さが（Ｌ/2＋Ｘ）を超える
　建築物

②前面道路幅員が12ｍ以下の場合
　道路境界からＸ離れた地点の
　高さが（ 6ｍ＋Ｘ）を超える
　建築物

道
路
境
界

中
央

X 道路 4ｍ

高さ
（ 6ｍ）

高さ
（Ｌ/2）

6ｍ
道
路
境
界

X
45° 45°

避難支援者
（隣近所の方など）

地　域

①申請書の提出、台帳の登録

②対象者名簿の提供
③災害時の
避難支援安否確認 ④日頃の

見守り 地域の助け合いが大切！

協力

地　域

自 治 会 民生委員・児童委員協力

支援を希望する方
（高齢者、障がい者など） 町

安　心
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「
救
急
の
日
」お
よ
び

�
「
救
急
医
療
週
間
」

　
９
月
９
日
は
、
皆
さ
ん
に
救
急

医
療
と
救
急
業
務
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を

含
む
一
週
間
（
本
年
は
、
９
月
８

日
㈰
か
ら
14
日
㈯
ま
で
）
は
「
救

急
医
療
週
間
」
で
す
。

〈
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
！
〉

　
町
の
平
成
30
年
の
救
急
件
数
は
、

２
，
０
３
１
件
で
、
前
年
に
比
べ

て
１
４
８
件
減
少
し
ま
し
た
。
同

じ
地
域
へ
の
出
動
が
重
な
れ
ば
、

他
の
地
域
の
救
急
隊
が
出
動
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
現
場
へ
の
到

着
に
時
間
が
か
か
り
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行

け
る
よ
う
な
場
合
は
、
救
急
車
の

安
易
な
利
用
を
避
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
病
気
や
け
が
で
救
急
車

を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
全
国
版
救
急
受

診
ア
プ
リ
（
愛
称
「
Ｑ
助
」
）
や

「
救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う
」
、「
救
急
受
診
ガ
イ
ド
」
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.fdm

a.go.jp

）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
急
手
当
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
〉

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
救

急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
方
が

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。
家
族
や
大
切

な
人
を
守
る
た
め
に
救
命
講
習
を

受
講
し
ま
し
ょ
う
。

※
９
月
12
日
㈭
に
「
上
級
救
命

講
習
」
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、

「
広
報
は
こ
ね
」
８
月
号
19
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
消
防
署
警
備
課（
救
急
係
）

�

☎
８
２
―
４
５
１
１

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

し
込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お

よ
び
出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
少
額
の
保
険
料
で
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
万
一
の
交
通
事

故
に
備
え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び

町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
令
和
２
年

集
団
健
診
の

�

予
約
状
況
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
特
定
健

康
診
査
・
長
寿
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
集
団
健
康
診
査
の
予
約
の
空
き

が
あ
る
会
場
が
若
干
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
こ
の
機
会
に
、
年
に
一

度
は
身
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。

★
定
員
と
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

対
象
者　
箱
根
町
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

申
込
方
法　
保
険
健
康
課
へ
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
㈫

保
険
料　
９
月
中
に
加
入
さ
れ
る

方
は
１
口
２
１
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
30

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国

内
で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・

二
輪
車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突

お
よ
び
横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行

中
の
車
両
と
の
接
触
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数

１
口
に
つ
き
）

○�

死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺

障
害
認
定
を
受
け
た
場
合

�

１
０
０
万
円

○�
け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・

入
院
し
た
場
合

�
５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変

わ
り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保

険
（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷
害
・

自
動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課（
町
民
係
）

�

☎
８
5
―
７
１
６
０

　
「
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健

康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
26
日
㈭
10
時
～
16

時
（
予
定
）

場　
所　
さ
く
ら
館

主
な
内
容

【
午
前
】

○�

復
興
支
援
バ
ザ
ー
・
即
売
会

○�

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
体
験

○�

未
病
啓
発
コ
ー
ナ
ー

○�

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
車
い
す

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

○�

健
康
測
定
（
血
管
年
齢
・
脳
年

齢
・
骨
健
康
度
・
足
底
圧
な
ど
）

○�

血
圧
測
定
、
健
康
・
栄
養
・
薬

の
相
談
（
糖
尿
病
週
間
行
事
）

○�

手
作
り
品
・
パ
ン
の
販
売

○�

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
タ
ッ
チ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
仮
）
～
親
子
で

ふ
れ
あ
お
う
♪
～

○�

腸
内
年
齢
測
定

○�

若
い
世
代
へ
の
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
検
診
（
予
約
制
）

○�

認
知
症
を
に
ん
ち
し
よ
う
会

○�

家
族
介
護
教
室
（
福
祉
用
具
展

示
・
体
験
）

○�

福
祉
相
談
会

○�

里
親
制
度
Ｐ
Ｒ

○�

救
急
車
・
消
防
車
の
展
示

【
午
後
】

○�

社
会
福
祉
功
労
者
顕
彰
式
（
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

◯�

骨
・
カ
ル
シ
ウ
ム
セ
ミ
ナ
ー

○�

各
種
団
体
活
動
発
表

そ
の
他　
当
日
は
、
温
水
プ
ー
ル

を
無
料
開
放
し
希
望
者
に
タ
イ
ム

計
測
を
行
い
ま
す
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

申
込
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

★
が
ん
検
診
も
同
時
申
込
み
で
き

ま
す
。

日にち 場　所 予約状況

9 / 1 ㈰ さくら館 ×
定員締切

9 /20㈮ 仙石原文化
センター

×
定員締切

10/31㈭ 大平台
集会所

△
残り13名

11/ 1 ㈮ 役場本庁舎 △
残り 8名

※
８
月
19
日
現
在
の
状
況
で
す
。

　
定
員
締
切
後
で
も
、
キ
ャ
ン
セ

ル
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

希
望
の
方
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

献
血
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

開
催
日　
9
月
24
日
㈫

場
所
・
受
付
時
間

・�

役
場
庁
舎
前
駐
車
場　
９
時
30

分
～
12
時

・
さ
く
ら
館　
14
時
～
16
時

対
象
者　
18
歳
～
64
歳

共　
催　
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

歯
科
健
康
診
査
の

�

お
知
ら
せ

　
前
年
度
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
を

対
象
に
無
料
で
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
期
間
中
一

度
限
り
）

期　
間　
８
月
１
日
㈭
～
令
和
２

年
１
月
31
日
㈮

対
象
者　
昭
和
18
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

※
対
象
の
方
は
７
月
下
旬
に
送
付

し
て
い
る
案
内
状
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

照
会
先　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
４
５
―
４
４
０
―
６
７
０
０

　カルシウムは骨を作る大切な栄養素で
すが、その他にも様々な働きを持ってい
ます。
　そして私達の体を支える骨は自分自身
でしっかり管理しないといけません。骨
の役割や骨に欠かせない栄養素などにつ
いて雪印メグミルク㈱社員がわかりやす
く講義します。
日　時　 9月２6日㈭14時～15時
場　所　さくら館 1階ロビー
定　員　50人
持ち物　筆記用具
※当日は参加者にサンプリング商品を配
りますので、この機会にぜひ参加してく
ださい。
申込方法�　 9月1７日㈫までに電話で申し

込んでください
照会先　さくら館☎85－ 0800

骨・カルシウムセミナー

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）の
一
斉
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は

９
月
30
日
㈪
が
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
㈫
以
降
に
医
療
機
関

を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
新
し
い

保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
を
ま
と
め
て
、
９
月

中
旬
頃
に
簡
易
書
留
で
世
帯
主
の

方
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
届
か
な
い

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
75
歳
に
な
る
方
は
、
そ

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
が
有
効
期

限
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
誕

生
日
前
ま
で
に
、

後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証

が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
70
歳
～
74
歳

の
方
に
つ
い
て

は
、
負
担
割
合

が
記
入
さ
れ
た

国
民
健
康
被
保

険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
10
月
１
日
以
降
は
今
回
送

付
す
る
証
の
み
を
病
院
等
の
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で

発
行
し
て
い
た
高
齢
受
給
者
証
は

な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証

は
、
保
険
健
康
課
ま
た
は
、
最
寄

り
の
出
張
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

期
限
が
通
常
よ
り
短
い
保
険
証

（
短
期
証
）
を
発
行
し
ま
す
。

　
短
期
証
は
、
滞
納
や
納
付
の
状

況
等
に
よ
り
、
期
限
が
異
な
り
ま

す
。
短
期
証
の
発
行
、
保
険
料
の

納
付
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
5
―
９
５
６
４



第57回 美化大会 〜美しい箱根を守ろう〜

9 8広報はこね　2019.September

プレママ・パパ
� （出産育児）教室
日　時　 9月２７日㈮13時30分～16時
場　所　さくら館
内　容�　お産や母乳育児についての話、

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

実習
対　象　これから母親、父親になる方
持ち物�　母子健康手帳、筆記用具、エ

プロン
申込方�法　 9月２0日㈮までに電話で申

し込んでください。
申込・照会先
　子育て支援課
　☎85－9595

箱
根
芦
ノ
湖
〝
夢
〟
劇
場

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・リ
レ
ー

第
２
６
８
走　
開
催

　

神
奈
川
県
西
部
地
域
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ズ
連
絡
会
の
主
催
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
リ
レ
ー
第

２
６
８
走
を
箱
根
関
所
・
神
奈

川
県
立
恩
賜
箱
根
公
園
で
共
同

開
催
し
ま
す
。「
江
戸
の
関
所
か

ら
、
明
治
の
離
宮
へ
」
、
時
代
の

リ
レ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
両
施
設
と
も
ス
タ
ッ
フ

が
見
ど
こ
ろ
や
魅
力
に
つ
い
て
案

内
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
４
日
㈮

　
10
時
～
12
時　
箱
根
関
所

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分　
神
奈

川
県
立
恩
賜
箱
根
公
園

申
込
方
法

・
箱
根
関
所　
往
復
は
が
き
で
申

し
込
み
（
〒
２
５
０
―
０
５
２
１

　
箱
根
町
箱
根
１
）
※
９
月
24
日

㈫
必
着

・
神
奈
川
県
立
恩
賜
箱
根
公
園

９
月
29
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
（
☎
８
３
―
７
４
８
４
）

定　
員　
そ
れ
ぞ
れ
20
名
（
無
料
）

※
神
奈
川
県
西
部
地
域
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ズ
連
絡
会
（
通
称�

ウ
ェ
ス

カ
ム
ズ
）
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
リ
レ
ー
当
日
は
、
こ
の
マ
ー
ク

の
付
い
た
旗
が
目
印
で
す
。

不
動
産
の
公
売
を

�

実
施
し
ま
す

　
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
を
整

理
す
る
た
め
、
東
京
国
税
局
と
条

件
付
不
動
産
合
同
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

入
札
期
間　
９
月
５
日
㈭
～
12

日
㈭（
東
京
国
税
局
に
入
札
書
を
郵
送
）

開　
札　
９
月
17
日
㈫
10
時

　
　
　
　
東
京
国
税
局
に
て

公
売
物
件

所
在　
箱
根
町
仙
石
原

・
東
京
国
税
局　
土
地
・
建
物

・�

箱
根
町　
東
京
国
税
局
の
公
売

物
件
に
隣
接
す
る
共
有
道
路

そ
の
他　
物
件
明
細
、
入
札
参
加

の
方
法
、
見
積
価
格
や
公
売
保
証

金
の
金
額
や
納
付
方
法
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
税
務
課
（
収
納
係
）

�

☎
８
５
―
９
５
７
３

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

相
続
登
記

　
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

数
多
く
存
在
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
公
共
事
業
が
進
ま
な
い
な

ど
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
や
空

き
家
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

の
解
消
に
向
け
、
相
続
登
記
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
早
め
の
相
続
登
記
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

照
会
先　
横
浜
地
方
法
務
局
西
湘

二
宮
支
局
総
務
課
（
担
当
・
高
畑
）

☎
０
４
６
３
―
７
０
―
１
１
０
２

全
国
一
斉
！

�

法
務
局
休
日
相
談
所

　
法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
手
続

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
、
建
物
の
登
記
、
相
続
、
遺

言
、
会
社
の
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、

国
籍
、
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

な
ど
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
時　
10
月
６
日
㈰
10
時
～
16
時

場　
所　
横
浜
第
２
合
同
庁
舎
１

階
会
議
室
（
横
浜
市
中
区
北
仲
通

５
―
57
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

照
会
先　
横
浜
地
方
法
務
局
総
務

課
（
担
当
：
古
家
）

☎
０
４
５
―
６
４
１
―
７
４
６
１

は
こ
じ
ょ
森
林
セ
ラ
ピ
ー
デ
イ
ズ

森
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
体
験

日　
時　
10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈪

10
時
～
16
時

場　
所　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森

内　
容　
森
林
浴
ヨ
ガ
や
森
林
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
ガ
イ
ド
す
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
、
ハ
ー
ブ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
森
の
癒

し
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
詳
細
お
よ
び
事
前
参
加
登
録
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（hakojo-lab.jp/

）

料　
金　
入
場
無
料
（
体
験
イ
ベ

ン
ト
は
有
料
）

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

　 8月２3日、湯本小学校屋内運動場で、環境先進観光地―箱根第5７
回美化大会を開催しました。
　大会には、地元自治会や、小・中学生、高校生など約330人が参
加しました。
　式典では、日頃観光美化やごみ減量に功績のあった方に表彰状や
感謝状が授与された他、来賓の祝辞、箱根ライオンズクラブから町
への寄贈も行われました。
　また、今年で50回目を迎えた観光美化・自然愛護標語、作文、ポ
スターコンクールには、町内の小・中学校７校から標語の部に4７点、
作文の部に385点、ポスターの部に385点の応募があり、各学年の 1
等入賞者に賞状と記念品が授与されました。その中から、標語の
部の大澤迅さん（箱根の森小 1年）、作文の部を代表し、西村侑醐
さん（仙石原小 6年）、松本帆花さん（函嶺白百合学園中 3年）が、
それぞれ作品を発表しました。
　なお、この日を中心に町内の自治会をはじめ、各種団体の皆さん
が清掃活動を行いました。

ポ
ス
タ
ー
の
部�

箱
根
の
森
小
学
校
　
二
年
　
戸
塚
　
咲
樹啓発用ポスターに採用された作品

《受賞された方々》
「箱根を大切にし美しくする」貢献者表彰
・伊豆箱根鉄道株式会社　箱根関所　旅物語館
・富士屋ホテル株式会社　箱根ホテル
・赤星　賢二　・大橋　ハル� （敬称略）

観光美化・自然愛護標語、作文、
ポスターコンクール 1等入賞者表彰

� （敬称略）
標語・作文の部

大
おお
澤
さわ

迅
じん

（箱根の森小 1年）

円
まる
山
やま

香
かおり

（恵明学園小 ２年）

川
かわ
上
かみ

リサ（湯本小 3年）

鈴
すず
木
き

彩
あ
友
ゆ
（箱根の森小 5年）

西
にし
村
むら

侑
ゆう
醐
ご
（仙石原小 6年）

稲
いな
毛
げ

もあな（函嶺白百合学園中 1年）

軽
かる
部
べ

夏
か
永
え
（函嶺白百合学園中 ２年）

松
まつ
本
もと

帆
ほの
花
か
（函嶺白百合学園中 3年）

ポスターの部
村
むら
上
かみ

愛
あ
結
ゆ
（恵明学園小 1年）

戸
と
塚
つか

咲
さ
樹
き
（箱根の森小 ２年）

四
し
條
じょう

結
ゆ
愛
あ
（仙石原小 3年）

菊
きく
川
がわ

望
のぞむ

（湯本小 4年）

梅
うめ
木
き
　ねね（箱根の森小 5年）

日
ひ
吉
よし

梨
り
乃
の
愛
あ
（湯本小 6年）

熊
くま
田
だ

杏
あん
珠
ず
（函嶺白百合学園中 1年）

鷲
わし
頭
ず

和
なごみ

（箱根中 ２年）

湯
ゆ
川
かわ

ほのか（箱根中 3年）

美しい箱根を守ろう

第57回美化大会

前回の様子
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そ
こ
で
私
は
、
ク
ラ
ス
で
始

ま
っ
て
い
る
こ
の
活
動
を
ぜ
ひ
観

光
客
の
方
に
も
広
め
る
方
法
を
考

え
た
い
。
世
の
中
で
は
す
で
に
、

買
い
物
時
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
が

広
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
箱
根
の
よ
う
な
美
し
い
自

然
の
広
が
る
観
光
地
に
は
、「
マ

イ
ご
み
バ
ッ
グ
」
を
持
参
し
、
自

分
で
出
し
た
ご
み
は
自
分
で
持
ち

帰
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
仙
石
原
小
学
校
の
私

の
ク
ラ
ス
で
始
ま
っ
て
い
る
活
動

を
仙
石
原
小
学
校
全
体
に
広
め
、

や
が
て
は
、
町
内
の
全
て
の
小
中

学
校
に
広
め
ら
れ
た
ら
、
そ
の
姿

を
多
く
の
観
光
客
の
方
に
見
て
も

ら
え
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
小
中
あ
い
さ
つ
運
動

で
、「
美
し
い
箱
根
の
自
然
を
守

る
た
め
に
ご
み
を
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
観
光
客
の
方
に
伝

え
た
ら
、
ポ
イ
捨
て
も
減
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
箱
根
全
体
の
ご
み

の
量
も
減
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
変
な
活
動
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
小
さ
な
活
動
が
、
少
し
ず
つ

広
が
り
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
や
が
て
大
き
な
結
果
に
結
び

つ
く
は
ず
だ
。

　
箱
根
に
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

箱
根
21
と
い
う
小
さ
な
バ
ン
ド
が

あ
る
。
私
は
こ
の
バ
ン
ド
の
部
員

の
一
人
だ
。
そ
し
て
毎
週
土
曜
日

に
は
湯
本
小
学
校
で
練
習
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
で
入
部
し
て
四
年

目
。
最
初
は
全
く
演
奏
で
き
な

か
っ
た
楽
器
も
今
は
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
演
奏
で
き
る
。
こ
れ
は

三
年
生
の
と
き
か
ら
の
努
力
が
積

み
重
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

登
下
校
の
時
間
に
広
が
る
箱
根
の
美
化

作
文
の
部

�

仙
石
原
小
学
校
　
六
年
　
西
村
　
侑
醐

箱
根
の
自
然

作
文
の
部

�

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校
　
三
年
　
松
本
　
帆
花

ヒ
メ
マ
ス
の
ち
ぎ
ょ

ほ
う
り
ゅ
う
し
た
よ

あ
し
の
こ
に
。

き
み
の
た
め

ぼ
く
は
　
み
ず
を
よ
ご
さ

な
い
。

標
語
の
部

�

箱
根
の
森
小
学
校
　
一
年
　
大
澤
　
迅

　
そ
の
活
動
は
私
が
五
年
生
の
と

き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
レ
イ
ラ
ニ
さ

ん
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
「
先
生
。
こ
の
ご
み
ぶ
く
ろ
で

登
下
校
の
と
き
に
、
ご
み
拾
い
を

し
て
、
こ
の
箱
根
を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。」

　
そ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
、
登

下
校
中
に
五
年
生
全
員
で
ご
み
拾

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
で

も
彪ひ

ゅ
う

我が

さ
ん
を
中
心
に
気
が
付
い

た
と
き
に
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
。

　
私
は
昨
年
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
し
て
か
ら
自
分
た
ち
で
で

き
、
箱
根
の
美
化
に
貢
献
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
い
つ
も
考
え
て

い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
レ
イ
ラ
ニ
さ

ん
が
さ
り
げ
な
く
言
っ
た
言
葉
を

聞
い
た
と
き
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と

が
私
の
し
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　
「
箱
根
の
わ
か
り
や
す
い
予
算
」

に
よ
る
と
、
箱
根
町
の
人
口
は
約

一
万
二
千
人
。
一
年
間
に
訪
れ
る

観
光
客
数
は
二
千
万
人
以
上
。
こ

れ
に
よ
り
、
箱
根
町
の
一
年
あ
た

り
の
ご
み
の
量
は
、
人
口
が
五
万

人
以
上
の
都
市
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な

る
そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
ご
み
処

理
の
費
用
も
た
く
さ
ん
か
か
る
。

　
レ
イ
ラ
ニ
さ
ん
の
さ
り
げ
な
い

一
言
で
小
さ
い
美
化
活
動
が
始

ま
っ
た
。
で
も
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
け
ば
、
や
が
て
大
き
な
活
動

に
な
り
、
箱
根
の
美
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
私
は
こ
の
活
動
を
続

け
、
箱
根
町
全
体
そ
し
て
、
箱
根

に
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
に
も
広

め
た
い
。
そ
し
て
、
観
光
美
化
・

自
然
愛
護
に
貢
献
し
た
い
。

し
ま
な
い
気
持
ち
が
今
の
箱
根
を

作
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
た
く
さ
ん
の
人
に
思
わ

れ
る
か
ら
こ
そ
、
箱
根
に
ゴ
ミ
が

少
な
い
理
由
の
一
つ
だ
と
思
っ
た
。

　
私
は
中
学
に
入
学
し
、
約
二
年

間
美
化
委
員
に
所
属
し
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
私
が
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
校
舎
や
箱
根
の

町
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
だ
。
美
化
委
員
の
仕
事
は
、

主
に
行
事
前
の
清
掃
、
ゴ
ミ
捨
て

だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ど
う
し
た

ら
、
も
っ
と
学
校
を
き
れ
い
に
で

き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
、
皆
が
や

る
気
を
持
っ
て
掃
除
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
か
を
考
え
て
い
る
。
解

決
策
と
し
て
美
化
ポ
ス
タ
ー
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
掃
除
前
の
呼
び

か
け
や
、
掃
除
が
楽
し
く
な
る
よ

う
な
音
楽
を
か
け
て
い
る
。
正
直

美
化
委
員
の
仕
事
は
大
変
だ
が
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
何
よ

り
も
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
う
れ
し
い
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
、
毎
週
水
曜

日
の
放
課
後
に
全
校
生
徒
が
当
番

制
で
、
強
羅
駅
周
辺
、
通
学
路
の

清
掃
を
す
る
「
白
百
合
会
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
先
輩
、
後
輩
と

協
力
し
合
い
な
が
ら
す
る
清
掃
は

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
よ
い

も
の
だ
と
思
う
。

　
私
は
そ
の
日
、
白
百
合
会
の
当

番
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
、
満
開

だ
っ
た
桜
も
、
す
っ
か
り
散
っ
て

し
ま
い
道
路
が
一
面
散
っ
た
花
び

ら
で
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
い
た
。

　
『
箱
根
八
里
』
言
わ
ず
も
が
な
、

有
名
な
作
曲
家
、
滝
廉
太
郎
の
曲

だ
。
毎
日
午
後
四
時
半
に
な
る
と
、

山
々
に
響
き
わ
た
り
、
誰
も
が
一

度
は
口
ず
さ
む
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
音
楽

の
授
業
で
習
う
こ
と
も
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
有
名
な
『
箱
根
八
里
』

そ
の
歌
詞
に
は
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
。

　
「
萬
丈
の
山
。
千
仭
の
谷
」
非

常
に
高
い
山
。
非
常
に
深
い
谷
と

い
う
意
味
だ
。
こ
の
歌
詞
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
箱
根
は
昔

か
ら
自
然
豊
か
な
緑
の
溢
れ
る
土

地
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
恵
ま
れ
た
温

泉
。
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る

山
々
。
そ
し
て
そ
の
山
す
そ
を
縫

う
よ
う
に
走
る
、
燃
え
る
よ
う
な

赤
色
の
登
山
電
車
。
な
ど
数
多
く

の
自
然
を
生
か
し
、
自
然
の
恩
恵

に
預
か
り
、
人
々
は
工
夫
を
し
て

き
た
。

　
で
は
、
私
た
ち
の
箱
根
を
未
来

永
劫
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
。
ま
ず
私
が
思
い
つ
い

た
の
は
、
自
然
に
感
謝
す
る
こ
と
。

こ
の
気
持
ち
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
美
し
い
箱
根
で
い
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
一
言
感
謝
す
る
と

言
っ
て
も
、
た
だ
感
謝
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、

大
涌
谷
が
一
度
噴
火
し
た
な
ら
ば
、

そ
こ
に
住
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ

ろ
う
。
私
た
ち
人
間
は
、
自
然
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
畏
敬

の
念
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
然
と
共
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
。
そ
れ
で

も
一
人
一
人
の
ほ
ん
の
少
し
の
気

持
ち
が
、
よ
り
良
い
環
境
を
産
み

出
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
次
に
、
た
く
さ
ん
の
方
に
「
ま

た
来
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
。
私
は
箱
根
は
ゴ
ミ
の
少
な
い

町
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

地
域
の
方
の
美
意
識
の
高
さ
だ
と

感
じ
る
。
も
っ
と
箱
根
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
は
と
多
く
の
人
が

日
々
考
え
、
努
力
す
る
こ
と
を
惜

私
は
掃
除
す
る
の
が
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
つ
つ
も
、
ほ
う
き
で
掃

い
て
い
る
と
、
私
の
側
を
通
っ
た

観
光
客
の
方
が
、「
ご
く
ろ
う
様

で
す
。
私
た
ち
の
た
め
に
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
私

は
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
何
げ
な
い
一
言
で
も
言
わ
れ

た
側
の
心
は
、
春
の
日
差
し
の
よ

う
に
ポ
カ
ポ
カ
と
暖
か
く
な
る
。

だ
か
ら
、
私
は
も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
掃
除
を
し
て
い
る
方
を
見
か

け
た
ら
、
迷
わ
ず
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
言
い
た
い
と
思
う
。

　
私
は
箱
根
の
自
然
が
大
好
き
だ
。

だ
が
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
常
に

「
地
球
温
暖
化
」「
森
林
の
減
少
」

「
海
面
上
昇
」
な
ど
、
い
く
つ
も

の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
子
孫
に
引
き
継
が
せ
な
い
た
め

に
も
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、

地
球
環
境
問
題
を
身
近
な
も
の
だ

と
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
最

後
に
私
の
思
い
『
箱
根
の
自
然
が

い
つ
ま
で
も
美
し
く
、
人
々
に
愛

さ
れ
続
け
る
観
光
地
で
あ
る
こ
と
』

を
願
う
。
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私の イチオシ
箱根ジオパークの

拠点施設の方や学芸員に
いちおしのジオサイト等
を紹介してもらうよ！

　　　　　　　　　�　箱根関所�所長の大和田と申します。今回は、私が勤める箱根関所とジオの関連について
紹介してみます。

　　　　　　　　　　箱根関所が現在の場所に設置されたと伝わる江戸時代初期の元和 ５年（1619）から数え
て、今年がちょうど400年。箱根関所の全貌を見渡す「遠

とお
見
み
番
ばん
所
しょ
」に登り、設置当時の状況に想いを馳せる時、

まさに関所がジオの産物であることを実感できます。関所が置かれたこの場所は、前面に芦ノ湖が、背後には屏
風山からの急峻な崖が迫る狭い土地です。東海道を往来する旅人が関所を避け、周辺を抜けるには、あまりに困
難な所に設置されていたことがわかります。江戸幕府は、箱根関所の設置にあたり、詳細な現地調査の結果から
この好適地を見出したのでしょう。
　ところで、この立地はどのようにできたものなのでしょうか？　それは、断層のなせるワザ！　ここには、
「丹那断層」の北限にあたる「箱根町断層」が走っており、この断層は平面的に左側にずれていく「左横ずれ断
層」という特徴を持っています。
　「横ずれ断層の活動によって崖ができるなどとは納得がいかない。」という声も聞こえて来そうですね。その
疑問を解くカギは、関所を挟んで芦ノ湖の対岸方向に「箱根町断層」と平行して走るもう一本の左横ずれ断層
「平山断層」の存在です。
　 2本の断層が同時に反対方向にずれる時、その間に挟まれた大地は引っ張られ、沈んで行きます。その沈んで
低くなった大地に芦ノ湖と関所は位置しているのです。
　こうして、遥か昔、大地の活動によりできたこの立地を幕府は巧み
に利用して、天下に名だたる「箱根関所」を設置、江戸時代2５0年間
に亘り、江戸防衛や治安維持の要として、その役割を果たしていたの
です。
　設置から今年で400年を迎えた箱根関所にぜひ足をお運びください。

照会先　箱根関所　☎83－663５
ホームページ　http://www.hakonesekisyo.jp/index.html

南
足
柄
市
と
箱
根
町
を

連
絡
す
る
道
路
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す

　
令
和
２
年
春
に
開
通
を
予
定
し

て
い
る
南
足
柄
市
と
箱
根
町
を
連

絡
す
る
道
路
（
県
道
７
３
１
号　

矢
倉
沢
仙
石
原
）
を
地
域
内
外
の

方
に
い
ち
早
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

親
し
み
を
も
っ
て
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
選

考
の
上
、
入
賞
作
品
の
応
募
者
に

は
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

郵
送
、
FAX
、
応
募
箱
へ
の
投
函
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
子
申
請
）
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/m2g/doro_aisyo.html

照
会
先　
神
奈
川
県
県
西
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー　
愛
称
選
考
担

当
（
企
画
調
整
課
）

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
９
０
３

FAX
０
４
６
５
―
３
２
―
８
１
１
１

郷
土
資
料
館
秋
の
企
画
展

開
通
１
０
０
周
年
記
念

�

箱
根
登
山
鉄
道
の
歩
み

　
箱
根
の
急
峻
な
山
岳
地
形
を
縫

う
よ
う
に
走
る
、
世
界
で
も
有
数

の
山
岳
鉄
道
で
あ
る
箱
根
登
山
電

車
が
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

に
箱
根
湯
本
～
強
羅
間
に
開
通
し

て
本
年
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
箱
根
を
訪
れ
る
観
光

客
の
重
要
な
足
と
し
て
走
り
続
け

た
登
山
電
車
は
、
箱
根
を
代
表
す

る
交
通
機
関
と
し
て
、
ま
た
季
節

ご
と
に
箱
根
の
風
景
を
な
す
風
物

詩
と
し
て
、
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
開
通
ま
で

の
経
緯
か
ら
、
今
日
ま
で
１
０
０

年
に
わ
た
る
箱
根
登
山
鉄
道
の
歴

史
や
そ
の
魅
力
を
、
そ
の
時
々
の

箱
根
観
光
の
歴
史
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
通
し
て
紹
介
し

ま
す
。

期　
間　
９
月
14
日
㈯
～
11
月
24

日
㈰

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
郷
土
資
料
館

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

総
合
計
画
審
議
会

　
第
６
次
総
合
計
画
の
適
切
な
進

行
管
理
の
た
め
、
総
合
計
画
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
30
日
㈪
13
時
30
分

～
15
時
30
分

場　
所　
役
場
分
庁
舎
４
階
第
５

会
議
室

議
題
（
予
定
）　
①
第
６
次
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
実
施
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

傍
聴
方
法　
傍
聴
希
望
者
は
、
13

時
15
分
か
ら
開
催
時
間
ま
で
に
直

接
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

等
に
よ
り
傍
聴
者
を
決
定
し
ま
す
。

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

第
２
回
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

充
実
・
維
持
に
係
る
財
源
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議

　
「
観
光
」
と
「
暮
ら
し
」
に
係

る
財
源
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
13
日
㈮
14
時
30
分

～
16
時
30
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１

～
３
会
議
室

議
題
（
予
定
）　
①
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
充
実
・
維
持
に
係
る
財
源

の
確
保
手
法
に
つ
い
て

②
検
討
会
議
に
お
け
る
検
討
事
項

に
つ
い
て

傍
聴
方
法　
傍
聴
希
望
者
は
、
14

時
15
分
か
ら
開
催
時
間
ま
で
に
直

接
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

等
に
よ
り
傍
聴
者
を
決
定
し
ま
す
。

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６
０

箱根火山防災シンポジウム
「箱根火山の活動と防災を考える
� ～現状とこれからの箱根ジオパーク～」
� 開催します！
　 5月19日に噴火計画レベルが引き上げられたこと
に伴い、現在も大涌谷園地をはじめ湖尻自然探勝歩
道や周辺のハイキングコースは立入禁止が続いてい
ます。神奈川県温泉地学研究所の観測結果から考え
られる現在の箱根火山の活動状況や特性を学び、学
校や地域で備える防災について一緒に考えましょう。
日　時　�9 月 ７ 日㈯13時30分～16時30分（13時開場）
場　所　県立生命の星・地球博物館講義室
　　　　（小田原市入生田499）
講　演　
◆『箱根山の活動状況』
　温泉地学研究所　瀧沢倫明火山対策調整官
◆『ジオパーク活動の現場から箱根火山を伝える』
　町立箱根ジオミュージアム　笠間友博学術研究担当
◆�『身近な火山を学ぶ理科教育と防災教育を学校や
地域で推進する』

　鷲山龍太郎防災士
定　員　100人（先着順・当日受付）
照会先　�神奈川地学会ホームページ「コンタクト・

フォーム」http://es-kanagawa.com/

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
×
日
本
遺
産
」

〝
箱
根
八
里
〟を
開
催
し
ま
す
！

　
平
成
30
年
５
月
に
箱
根
町
、
小

田
原
市
、
静
岡
県
三
島
市
、
函
南

町
の
東
海
道
箱
根
路
が
「
箱
根
八

里
」
と
し
て
文
化
庁
よ
り
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
日
本

遺
産
」
の
概
要
、
大
地
の
成
り
立

ち
か
ら
考
え
ら
れ
る
街
道
の
発
展

の
経
緯
等
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の

関
連
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

日　
時　
９
月
15
日
㈰
13
時
～

（
12
時
30
分
開
場
）

場　

所　

県
立
生
命
の
星
・
地

球
博
物
館
（
小
田
原
市
入
生
田

４
９
９
）

講　
演

◆�

『
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
生
ま

れ
た
日
本
遺
産
〝
箱
根
八
里
〟
』

　
町
立
郷
土
資
料
館　
鈴
木
康
弘

館
長

◆�

『
日
本
遺
産
〝
箱
根
八
里
〟
を

歩
く
』

　
三
島
市
教
育
委
員
会　
郷
土
文

化
財
室　
辻
真
人
主
幹

定　
員　
３
０
０
人
（
先
着
順
・

当
日
受
付
）

　
ま
た
、
講
演
終
了
後
に
小
田
原

の
伝
統
工
芸
「
小
田
原
ち
ょ
う
ち

ん
づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。

　
童
謡
「
お
猿
の
か
ご
や
」
の
歌

詞
に
も
登
場
し
、
約
３
０
０
年
前

に
小
田
原
の
提
灯
職
人
が
考
案
し

た
と
言
わ
れ
る
小
田
原
ち
ょ
う
ち

ん
を
楽
し
く
作
り
ま
せ
ん
か
？

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
づ
く
り
」

時　
間　
（
講
演
終
了
後
）
14
時

45
分
～
16
時
30
分

対　
象　
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

と
保
護
者　
先
着
30
名

申
込
方
法　
事
前
予
約
制
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
を
明
記
の
う
え
に
電
話
、

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局
（
企
画
課
内
）

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

hakojiro@town.hakone.
kanagawa.jp

復元された箱根関所

　10月 1 日㈫から、消費税が現在の
8％から10％に変更されることに伴い、
町指定ごみ袋の値段が10月 1 日㈫以降、
次のとおり変わります。

種　類 変更前 変更後
15リットル用 ７２円 73円
30リットル用 8７円 89円
45リットル用（平） 108円 110円
45リットル用（手付）108円 110円
７0リットル用 154円 1５7円
少量排出事業者用 108円 110円
　なお、事業者用ごみ袋（黄色）の価
格変更はありません。
　適正な分別を心がけ、ごみの減量
化・資源化にご協力ください。
� 照会先　環境課☎85－ 9565

町指定ごみ袋の
価格変更について
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箱根土曜塾からのお知らせ　№04
　
園
生
活
に
お
い
て
、
様
々
な
経

験
や
体
験
を
す
る
た
め
に
は
地
域

の
方
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
例

え
ば
読
み
聞
か
せ
、
地
域
の
方
が

集
ま
る
８
月
の
納
涼
大
会
で
披
露

し
た
踊
り
や
太
鼓
。
こ
れ
ら
は
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
指
導

を
受
け
た
も
の
で
す
。
そ
の
他
、

芦
ノ
湖
に
近
い
こ
と
も
あ
り
ボ
ー

ト
体
験
や
観
光
船
の
乗
船
等
、
箱

根
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
身

に
つ
け
て
欲
し
い
感
性
は
自
然
等

の
身
近
な
環
境
と
十
分
に
関
わ
る

時
間
、
そ
し
て
そ
の
中
で
美
し
い

も
の
、
優
れ
た
も
の
、
心
を
動
か

す
出
来
事
等
と
の
出
会
い
、
そ
こ

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る
・
地
域
へ
つ
な
ぐ
～

か
ら
得
た
感
動
を
友
達
や
先
生
と

共
有
し
、
様
々
に
表
現
す
る
こ
と

で
養
わ
れ
て
い
ま
す
。
園
の
周
り

に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
学

び
を
得
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
地
域

の
人
た
ち
は
あ
た
た
か
な
声
を
掛

け
、
一
緒
に
成
長
を
喜
ん
で
く
れ

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
色
々
な
人
た
ち

に
見
守
ら
れ
、
そ
し
て
支
え
ら
れ

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
箱
根
幼
稚
園

�

☎
８
３
―
６
１
５
９

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

　町では、園・小・中一貫教育を推進するため、各園・学校の代表の教職員と教育委員会を代表す
る職員で構成する「一貫教育推進運営委員会」をはじめ、各種部会を組織し、研究しながら一貫教
育を推進しています。
　今回は、各種部会のうち、「観光学習推進部会」の取り組みを紹介します。
　「観光学習」とは、箱根の基幹産業である「観光」に特化した地域学習のことで、子ども達は小
学 3年生から中学 3年生までの「総合的な学習の時間」などの授業において、学習しています。
　「観光学習推進部会」では、部会員の教職員が 1年間を通した「観光学習」の単元づくりや、お
互いの授業を参観するなどして、「箱根を知り、語れる子の育成」に向けて、研究を重ねていま
す。
　例えば、子ども達が住んでいる地域を実際に探検し、探検してわかったことなどを地図にまとめ
たり、地域の偉人について調べたりして、最終的に発表する学習活動を行っています。
　こうした取り組みを通じて、子ども達自身が住んでいる地域をより深く知ることができ、地域に
愛着を持つことにつながっており、将来的には、箱根のことを学んだ子ども達が何らかのかたちで
箱根に貢献する“人財”となることを願っています。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
観光学習推進編

～今年度も「箱根土曜塾」、開講しました！～
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Ｅ
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膠
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０
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―
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sakura@town.hakone.
kanagawa.jp

　 8月21日に開講しました箱根土曜塾についてご紹介します。
◇箱根土曜塾とは？　　：�高等学校入学試験の受験対策のための、中学 3年生を対象とした塾です。

基本的に土曜日に行うため「箱根土曜塾」と名付けました。
◇塾の運営は？　　　　：民間教育機関「株式会社　城南進学研究社」に委託して行います。
◇会場は？　　　　　　：社会教育センターです。（小涌谷５20番地）
◇開講期間・回数は？　： 8月21日㈬から令和 2年 2月 1日㈯まで・延べ27回です。
◇授業科目は？　　　　：英語・数学・理科・社会です。
◇費用は掛かりますか？：教材費として一人につき月3,000円です。
◇土曜塾の特徴は？　　：�受講生の学力に応じて ５つのグループ（ ５～ 6名）に分かれ、各グループ

に 1名の講師がつき、受講生それぞれに合わせた授業を行います。

8月21日に、箱根土曜塾の開講式を行いました。

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎85－7600）

　 9月10日㈫～16日㈪は、自殺予
防週間です。もしも、身近な人か
ら「死にたいくらいつらい気持
ち」を打ち明けられたら、必要に
応じて、相談機関などにつなげて
ください。その行動が悩んでいる
人を支え、大切ないのちを「つな
ぐ」ことになります。
相談先　�神奈川県精神保健福祉セ

ンター　こころの電話相
談☎01２0－8２1－606

照会先　さくら館　☎85－0800

９ 月10日は
世界自殺予防デー

です

9 月21日㈯～30日㈪は
秋の全国交通安全運動実施期間です
「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「高齢者　模範を示そう　交通マナー」

9 月30日㈪は
「交通事故死ゼロを目指す日」です

　交通事故を防ぐため、次の点に注意しましょう。
○�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者○�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者
の交通事故防止の交通事故防止

○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止故防止

○�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの○�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底正しい着用の徹底

○�飲酒運転の根絶○�飲酒運転の根絶
　さまざまな場所に危険が潜んでいることを十分に
認識して、交通事故防止に努めましょう。
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猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。 　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎8５−7776へ！

社会教育センター図書室から
《お月見の絵本》

クイズ
　正解者の中から抽選で 3人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】
　 9月10日㈫に箱根町総合○○○○が行われま
す。今年度は仙石原浄水センターを中央会場と
して、また各地域でも訓練が行われます。みな
さんぜひ参加してください。
この○○○○に入る 4文字を答えてください。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1人 1通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 9月10日㈫　当日消印・着信有効
応募先　〒２50－0398　箱根町企画課

8 月号の解答　「車いす」
当選者　笠原　千枝さん（箱　根）
　　　　大木榮二郎さん（仙石原）
　　　　原　奈津美さん（湯本茶屋）
★当選おめでとうございます。

赤ちゃん誕生（誕生証書 7月発行分）

伊
い

藤
とう

琥
くう

斗
と

ちゃん� ７ / ２ � 雄 虎 さん� 仙石原

鈴
すず

木
き

陽
はる

斗
と

ちゃん� ７ /19� 慎 一 さん� 大平台

おくやみ（7 /19〜 8 /18受付分）
本間　洋子さん� ７ /２3� 86歳� 仙 石 原
堀田　英晴さん� ７ /２6� ７７歳� 仙 石 原
宮沢　松江さん� 8 / 1 � 86歳� 宮 ノ 下
上原　博之さん� 8 / ７ � ７3歳� 箱 根
安藤　長治さん� 8 /14� 88歳� 大 平 台

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園
9 / 4 ㈬・18㈬

9 ：２0～ 9 ：40
畑宿寄木会館 10：00～10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場） 10：30～10：45
山崎集会所 11：00～11：15

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校

9 / 5 ㈭・19㈭

13：00～13：30
大平台姫之湯 13：50～14：05
宮ノ下駐車場 14：２0～14：35

強羅向山公園駐車場 14：45～15：00
宮城野保育園 15：10～15：40

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場

9 / 6 ㈮・２0㈮

1２：35～1２：50
湯本小学校 13：00～13：30
湯本幼児学園 13：50～14：２0

町社会福祉協議会 14：２5～14：40
役場本庁駐車場�☆ 14：50～15：05

４
コ
ー
ス

さくら館 9 /11㈬・２5㈬ 10：45～11：00
宮城野公民館 11：10～11：２5
箱根中学校 9 /11㈬ 13：05～13：２0

9 /２5㈬ 1２：55～13：10
元箱根集会所 9 /11㈬・２5㈬ 13：45～14：00
箱根集会所 14：10～14：２5

５
コ
ー
ス

仙石原小学校
9 /13㈮・２0㈮

13：00～13：30
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40～13：55

仙石原幼児学園 14：10～14：40
仙石原文化センター 14：55～15：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
☆�9 月から「さがみ信用金庫湯本支店前」を「役場本庁駐車場」
に変更しました。

照会先　社会教育センター　☎8２－２694

　今年の中秋の名月は 9月13日です。お月見を絵本で
も楽しんでみませんか？
「おつきみ」
あまんきみこ（作）・黒井健（絵）ひさかたチャイルド

　今夜は十五夜です。えっちゃんは、おだんご作りを
手伝って、ススキも飾りました。ところが大きな雲が
空に広がってくるではありませんか…。すると子ネコ
のミュウが、おもちゃ箱の電車にえっちゃんを乗せて、
空へ向かって飛び出しました。お月見ができるように、
でかぐもさんにお願いに行った ２人は…
「おつきみおばけ」

せなけいこ（作・絵）ポプラ社
　お月見の夜、親切なおばけちゃんは、泣いているう
さぎちゃんをなぐさめようと、おいしそうなお団子に
化けてあげました。うれしくなったうさぎちゃんに、
かじられてしまったおばけちゃんは痛くて泣き出しま
した。そこへ、うさぎちゃんのママが帰ってきて…

照会先　社会教育センター　☎8２－２694

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

休館日 おとな
水中運動教室

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

８ ９ １0 １１ １２ １３ １４

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室
出張体操教室①

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

１５ １６ １７ １８ １９ ２0 ２１

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水泳教室

出張体操教室②
こども・幼児
水泳教室A

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

こども・幼児
水泳教室B 休館日 出張体操教室③ おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

２９ ３0 １0/１ ２ ３ ４ ５

こども・幼児
水泳教室B 休館日
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３
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２
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２
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〈
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０
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１
，
０
０
０
円

募集種目　防衛大学校学生（一般・推薦）
　　　　　防衛医科大学校　医学科学生
　　　　　防衛医科大学校　看護学科学生
資　格　いずれも高卒（見込含）２1歳未満
受付期間　 9月 5日㈭～30日㈪
　　　�（防衛大学校学生の推薦のみ 9月 5日㈭～ 9日㈪）
照会先　�自衛隊小田原地域事務所（小田原市栄町1 －14－ 9

ＮＴビル 3Ｆ）☎0465－ ２4－ 3080

令和元年度自衛官募集案内

【さくら館温水プール水泳教室】
〈おとな水中運動教室／おとな水泳教室〉
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分
対　象　　大人（中学生以上）
受講料　　1回券７00円、フリーパス２,000円、10回券７,000円
〈こども・幼児水泳教室〉
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　1回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円

◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法�　開始時間の10分前までにプール受付に集合してください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9時～２0時です。
　　　（入館は19時30分まで）
照会先　さくら館☎85－0800

【出張体操教室】
①9/10　さくら館機能訓練室
　　　　10時～11時30分
　　　　仙石原文化センター和室
　　　　14時～15時30分
②9/18　郷土資料館学習室
　　　　14時～15時30分
③9/２5　社会教育センター軽スポーツ室
　　　　10時～11時30分
対　象　16歳以上
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ

た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、水筒、会場が社

会教育センター・さくら館の場合は室内運動
靴、郷土資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をかけてください。

照会先　教育委員会生涯学習課☎85－７601

地　域 大　会　名　称 期　日 会　　場 雨天時
湯　本 第７２回

湯本町民運動会
9月２9日

㈰ 湯本小学校 体 育 館

温　泉 第68回
温泉地区健民祭

10月 6 日
㈰ 恵明学園 体 育 館

宮城野 第6７回
宮城野地域健民大会

9月２9日
㈰ 箱根の森小学校 体 育 館

仙石原 令和元年度
仙石原地域健民運動会

10月 6 日
㈰ 仙石原小学校 星槎箱根

仙石原キャンパス
箱　根 令和元年度

箱根地域健民祭
9月 ７日

㈯
箱根地域

スポーツ施設 体 育 館



19 18

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

心配ごと相談

子どもほっと相談

福祉相談会

催 し

案 内

歩く会
旧東海道西坂と

スカイウォークコース
［10㎞］【健脚コース】

普通救命講習

身体障がい者の補装具相談会

日　時　 9月10日㈫ 9時２0分
（中止の場合は15日㈰）

集合場所　関所跡バスターミナル
コース　箱根峠～山中城址～スカイ

ウォーク（三島大社）
※帰路　東海バス利用
会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎85－6７88
※当日開催の有無は電話で確認してくだ
さい。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の1７時
から当日の 9時までです。

日　時　 9月 9日㈪13時～15時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 ２－3２－16）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は 9月 6日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎85－７７90

日　時　 9月２8日㈯ 9時～1２時
内　容　普通救命講習Ⅰ　自動体外式除

細動器（ＡＥＤ）を用いた心肺蘇
生法および止血法など

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　２0人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎8２－4511

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 9月13日㈮1２時30分～13時受け付け
対　象　 4か月児：令和元年 5月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成30年10月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　 9月13日㈮13時～13時２0分受け付け
対　象　 1歳 6か月児：平成30年 3 月生まれの幼児
　　　　 3歳 6か月児：平成２8年 3 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　 9月 6日㈮13時～13時30分受け付け
対　象　平成２8年 8 月、平成２9年 ２ 月・ 8月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 9月1７日㈫ 9時45分～11時45分
対　象　 ７か月～ 3歳の乳幼児とその保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 9月19日㈭13時30分～15時
対　象　 3か月～18か月頃の乳幼児と保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85－9595

果物のアイスバー

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎8２－4511）に確認してください。
診療時間　 9時30分～1７時
当番日 当番医 所　在 電話番号
9 / 1 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 8２－２6７２

8 仙石原永井医院 仙石原 84－8２95

15 元箱根木村医院 元箱根 85－111７

２２ 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111

２9 尾泉内科医院 宮城野 8２－２4２3
※受診の際には保険証とお薬手帳を持参してください。

　夏から秋にかけて、県内でも
ぶどうや梨、いちじくなどの果物が出回ります。
　果物は、糖質や水分を多く含むほか、ビタミン、ミ
ネラルを含みます。また、ミネラルの一つカリウムは、
尿中のナトリウムの排泄を促す働きがありますので、
1日に２00g（※）を目安にとりましょう。

（※腎機能が低下している方は、医師の指示に従いましょう。）
照会先　さくら館☎85―0800

●材料（ 4つ分）
ぶどうや桃　など好みに合わせ２40g
ゼラチン� 5g
水� 大さじ ２
りんごジュース� ２40㎖
容器および棒
＊下準備
　・ゼラチンは水（大さじ ２）で
　　ふやかしておく。
　・棒は水でぬらしておく。

●作り方
①　�果物は皮などをむいて、食べやすい大きさに切り、

冷やしておく。
②　�水でふやかしたゼラチンは、電子レンジで600W

で10秒程温め混ぜて溶かす。
③　�ボウルに、りんごジュースと②のゼラチンを入れ

てしっかり混ぜ合わせたら、ボウルの底に氷水を
あてながら混ぜて冷やす。※ゼラチンが固まらな
いように注意しましょう！

④　�容器に①の果物を入れて、③のアイス液を注ぎ、
棒を指して、冷凍庫で半日以上冷やし固める。

レシピポイント
・�食欲が減退する季節に、果物を手軽に食べられるレ
シピです。

・�ゼラチンを加えることで、食感が滑らかになり、溶
けにくくもなります。

●趣味の教室
書　道　 9月 6日㈮・２0日㈮10時～1２時
絵手紙　 9月19日㈭・２6日㈭10時～1２時
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
●健康相談
日　時　 9月 6日㈮13時30分～14時受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎85－７７90

旬を知っておいしくたべよう♪

栄養満点 減塩レシピ !

1 本分の栄養価
　エネルギー：64kcal
　蛋白質：1.２g
　脂　質：0.２g
　食塩相当量：微量
　※果物はぶどうで計算

日時・場所
・ 9月 9日㈪　さくら館
・ 9月18日㈬　仙石原文化センター
・10月 ２ 日㈬　役場分庁舎
いずれも13時30分～15時30分
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委

員、学校教育指導員、総務省行政
相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎85－７７90

日時・場所
・ 9月 9日㈪　さくら館
・ 9月18日㈬　仙石原文化センター
・10月 ２ 日㈬　役場分庁舎
いずれも1２時～15時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センタースタッフ
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎85－７７７6

高次脳機能障害専門相談
日　時　10月 4 日㈮14時～15時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センタークローバー（小田原市久
野115－ ２ おだわら総合医療福祉
会館 1階）

対　象　高次脳機能障がいの方および家
族、支援者

照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センタークローバー☎0465－35－
5２58

小田原保健福祉事務所
各種相談日

日時・場所
・ 9月1２日㈭　役場分庁舎 4階第 ７会議室
・ 9月２6日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎85－0800まで）
いずれも10時～1２時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎85－７７90

○�エイズ相談・検査　 9月18日㈬ 9時～
11時

○�骨髄ドナー登録　10月 1 日㈫受付11時
○�精神保健福祉相談　 9月1２日㈭・1７日
㈫・２6日㈭　いずれも13時30分～16時
30分

○�認知症相談　10月 ２ 日㈬13時30分～16
時30分

○�療育歯科相談　 9月19日㈭ 9時～15時
30分

※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所☎0465−

3２−8000（内線3２36：療育歯科相
談、内線3２45：その他の相談と検
査）

オストメイト健康相談会

西湘地区
障害者就職面接会

日　時　 9月２9日㈰13時30分～16時30分
場　所　おだわら市民交流センター
　　　「ＵＭＥＣＯ（うめこ）」
　　　(小田原市栄町 1 － 1 －２７）
講　演　「下肢静脈瘤の日帰り治療・手

術」
講　師　湘南藤沢徳洲会病院　副院長　

外科　髙
こう

力
りき

俊
しゅん

策
さく

相談員　湘南藤沢徳洲会病院　医療安全
管理室　看護師長　皮膚・排泄ケ
ア認定看護師　高島　聖子

内　容　講演、グループ懇談、個別相談、
装具の展示

対　象　人工肛門・人工膀胱保有者の方
とその家族、医療関係者、関心の
ある方

定　員　７0名
照会先　（公社）日本オストミー協会神

奈川支部☎080－8７２8－6661

日　時　10月 4 日㈮13時～16時
　　　（開場1２時30分）
会　場　小田原アリーナ　メインアリー

ナ（小田原市中曽根２63）駐車場
有

内　容　仕事を探している障害者の方と
企業の面接会

持ち物　障害者手帳（身体障害者手帳、
療育手帳、精神保健福祉手帳）、
手帳のコピー（複数枚）、履歴書
（複数枚）

事前申込　 9月２７日㈮まで
申込・照会先　ハローワーク小田原
　　　専門援助部門
� ☎0465－２3－8609（代表）

税
金
・
保
険
料
の
納
期

9 月 2 日㈪納期限
◎町県民税� （第 2期）
☆国民健康保険料� （第 3期）
☆介護保険料� （第 3期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 2期）
9月30日㈪納期限
◎固定資産税� （第 3期）
☆国民健康保険料� （第 4期）
☆介護保険料� （第 4期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 3期）
　上記については、夜間・休日も、納付書裏面記載
のコンビニエンスストアで支払いができます。（納
期限が過ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎている納付書で納める方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関で納付してく
ださい。
照会先　◎税務課（収納係）　☎85－95７3
　　　　☆保険健康課　　　　☎85－9564
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ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
−８月１日現在−

●人口　11,236人
　男　５,364　　女　５,872
●世帯　 6,249

夏の思い出
● 8 /17（須雲川）

　 8月1７～18日に、町青少年指導員連絡協議会主催の須雲川
キャンプが行われました。当日は町内の児童、生徒48名が参加
しました。夏らしい天候に恵まれ、テントの設営、野外炊事
等、普段できない体験をしました。皆で協力し、たくさんの思
い出を作りました。

姉妹都市洞爺湖町へ
● 8 ／ 6 〜 8 ／ 8 （洞爺湖町）

　今年も箱根中学校から 6名の生徒が洞爺湖町を訪ね、虻田中
学校・洞爺中学校の生徒たちと交流しました。
　洞爺湖町との姉妹都市提携は今年で56年目。これからも町同
士のきずなを深めていきます。

交換留学事業
● 7 /2５（仙石原）

　今回 3年ぶりに姉妹都市カナダ・ジャスパー町と学生の交換
留学事業を実施することができました。 ７月２5日から15日間、
NalaniさんとKeandraさんの双子の姉妹が仙石原の渡邉さん
宅にホームステイをし、町内観光など異文化交流を楽しみまし
た。帰国時には「大変貴重な体験ができた、これからも箱根と
ジャスパーの交流を続けていきたい！」と笑顔で話していまし
た。

空き家をリノベーション
● 7 /28（仙石原）

　人口減少対策として実施しているお試し居住ですが、今年度
は新たに使用する空き家のリノベーションを、町外の方、町内
の方、そして町職員が一緒になり、行いました。当日は、イン
ストラクターに機械の使い方や作業の方法を学びながら、ウッ
ドデッキ作りや漆喰塗り、床の貼り替えなどを行い、空き家が
再生されました。今後はお試し居住のほか、シェアスペースな
どとして活用する予定です。


